
ジシクロペンタジエンの分解鹿試験成績報告書

　　構造式　　　　　　　　　　　　分手式．c”恥

HぴまCH，CH

隷嵐C／翫
　　　　　　H　　　H2

　　　　性　状　　融点（℃）55・砺沸点（C）　｛7α0

　　　　　　　　　比重　α977（55鳩／4℃），漕癖性水に不瀞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

llii戴餅開脚…・
　　　試轍佃0陣レ汚涜餓50四，㎜　2遊間
　＆1　試験装置

　　　　酸素消費量白鑞凋燈機ぐ¢顯騨ノ劣雑飼）

　5．2　酸素浦費量測定

　　　　　こ1の記録による

　‘5　生分癬麟騒擾の直接定量法

　　1L）使用分析撰曇　　　　　．一

　　　　　ガスノロマトノシフ（検出器】町⑦）

t試験期蘭　語釈52年f2月4β～舶廓55年づ月28日

2試料名　ジシダ・ペンタジエン（試料嘉K一・8．，）

蕊　蔵験方法及び乗仲

働　分析観“の前処理

　　　　　　　　　・15℃に冷却

　　　　　　　　　←タ臼ロホルム　，0亘1

　　　　　　　　　・画転抽出

永　　層 グロロホルム層

（o）

4

　　　　　　　　　　・100雌に定容

　　　　　　　1　　　　　　　“
　　　　　　　　G　C用試料

分析条件
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　　　故に回汚泥＋試料の酸素吸収は機械のもれによるみかけの酸

　　素吸収曲線と思われるので、4の計算には固汚泥斎試料のみ操

　　用した0

5　償　　考

　①　試着は液体なのでマイクロシリンジにて50μ1（50×α97ア

　　冨2郷㎎）づつ省培養ピン中へ儀加したφ

②　ク一口メ一夕ーヘのセット状況
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仕趣博　　水面に粒状で浮いていた
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